
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

● 本校は特別支援教育、国際交流等をはじめとし、「人それぞれの

多様性」を受け入れ、生徒も教職員もお互いのよさ・とりえ、価

値や存在を認め合いながら教育活動に取り組んでいます。 

● ２学年の総合学習では「福祉を学ぶ」テーマに、高齢者擬似、車

椅子、アイマスクなどの体験活動に取り組みました。 

 

 
 

● 「相手の立場になって物事を考える。」「人ぞれぞれの多様性

を受け入れる。」など、ユニバーサルデザインの視点に立った

より豊かな人間性が育ちます。さらに進んで「さまざまな違い」

を乗り越え、領域・分野を越えた協力や連携をしようとする積

極的な姿勢につなげたいと本校は考えます。 

● 高齢者擬似体験では、特別なメガネをかけて体験した活動が一番

心に残りました。普段自分から見えている世界とは全く違ってい

ました。色の組合せによって見えにくかったり、全く見えなかっ

たり…。その人の立場になって「誰からでも見やすい色」を使う

ことをみんなが考えていくことが大切なんだと思いました。 

福祉体験 

第２学年 


